
▲Gaborone Game Reserve：
首都Gaborone(ハボロネ)内にある動
物保護区。ボツワナでは娯楽や営利
目的の狩猟が禁止されており、国内
に数カ所の保護区があります。首都
のものは小さいですが、シマウマを
始め、インパラやクードゥー、アン
テロープ、ダチョウやイボイノシシ
などを見ることができました。象や
キリンなどの大型動物、ライオンや
チーターなどの肉食動物はここには
おらず、北の方へ行けば見られるそ
うです。
　ボツワナはアフリカ象の個体数が
世界一です。空港に「象牙でできた
象の像」がありますが、これらは自
然死した象のみから採られているそ
うで、象牙の不法採取・取引に対す
る抗議を表しています。
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24時間のフライトを経てボツワナ到着
◀︎セレチェ・カーマ空港：
過去の大統領の名前が付いた
空港。「セレチェ」は現地語
で「(家の壁を繋ぎ合わせる
時に使う)泥」の意味で、
人々の団結を表します。

▶︎飛行機を降りると、ビルも
何もない地平線が広がってい
て、感動しました。季節は冬
でしたが、お昼間だったので
ポカポカしていました。

　今のところ英語が通じずに困ったことはありません。それ
は、幼少期から保育園や家庭で英語教育が成されているためで
す。反対に、セツワナ語継承のため、小学校低学年の授業はセ
ツワナ語で行うことが義務化されているそうです。

ボツワナの言語事情

　そんな環境に安心していたのです
が、ボツワナ人同士の会話はセツワ
ナ語なので聞き取れません！私が英
語を話すと外国人扱いされ打ち解け
られないので、セツワナ語も頑張っ
て話せるようになろうと思います！



　8月29日、首都郊外の郡庁の公衆
衛生課での勤務が始まりました。住
民の安全管理や病気予防を担当する
課で、私の仕事は主にごみの減量や
分別の啓発活動です。ただ街を観察
する中で、それ以前にポイ捨てがひ
どいことに気付きました。空き瓶が
割れた地面で子どもが裸足でサッカ
ーをしています。ポイ捨ては怪我だ
けでなく、土壌や水質汚染、家畜の
健康被害、治安の悪化など多くの問
題を引き起こすため、まずこの問題
を解決したいと考えています。

　

　同僚は皆さんとてもフレンドリー
です。ここでは外国の名前は使わな
いそうで、赴任後すぐに「セトゥー
ニャ」というセツワナネームをつけ
てくれました。意味は「花」です。

SURPRISING FACTS
of BOTSWANA

【No. 1】街中が動物園！？

　日本もそうですが、欧米料理もよく食
べます。マクドナルドやスターバックス
はないですが、KFCなどのファーストフ
ード店、欧米のレストランがたくさんあ
ります。アジアやインド料理は探すのに
少し苦労します。スーパーも日本とさほ
ど変わらず買い物に困ることはほぼあり
ませんが、日本の米、味噌や豆腐、白菜
や大根、魚介類は中々手に入りません。

　Dijoとはセツワナ語で「食事」を意味し
ますが、主食＋副菜＋メインが揃った料理
の名前でもあります。お昼前になるとオフ
ィスやバス停付近にDijoの屋台が営業を始
めます。まず、トウモロコシの粉でできた
Papa、豆を煮込んだdikgobeなどから主食
を１種類選び、野菜やじゃがいもの付け合
わせを2~3種類、メインを牛肉や鳥の足、
ソーセージなどから１種類選びます。

FOOD CULTURE in BOTSWANA
ー屋台で"Dijo"を注文ー

首都研修を終え任地に赴任

の入り口には必ず消毒液がある
か、スタッフが立ちスプレーを
吹きかけています。そんなボツ
ワナの新規感染者数は14人(8月
25日)、0人という日も少なくあ
りません。検査体制は違うと思
いますが、他のアフリカ諸国と
比べても国民の意識が高いこと
が感染者数を抑えているのだと
思います。

　保護区の動物も可愛いのですが、街中に
も家畜や野生動物がウロウロしています。
最初はたくさん写真を撮っていたのです
が、最近では見慣れた光景となりました。
しかし、早朝や夜間に牛と車が衝突した
り、豚や猿がゴミを荒らしたりするのが問
題になっているそうです。個人的には、道
を歩いていると動物の糞がたくさん落ちて
いるので気をつけて歩かないといけないこ
とも問題だと思います。

ー欧米と変わらない食生活ー　一番よく食べられている主食Papa
は味がなくブヨブヨした食感で、私
は苦手でした。付け合わせはどれも
美味しく、中でもじゃがいもの和え
物は日本のポテトサラダに似ていま
す。ボツワナでは牛肉が安くて美味
しく、Dijoのものはその場で炭火焼
きしてくれるので香ばしい香りがし
て更に美味しいです！

【No. 2】徹底されたコロナ対策！
　欧米やアフリカでは多くの人がマスクを
付けていないと聞いていたのですが、すれ
違うボツワナ人はほぼ100%マスクを付け
ています！それどころか、スーパーや建物

【No. 3】"In 2 minutes."
　外国へ行くとよく言われるこ
とですが、ここまで時間感覚に
ズレがあるのは初めてです。
　8時半に呼んだタクシーが9時
すぎに来る、ファーストフード
店で30分待つ、市役所で自分の
順番まで2時間待つ、部屋の入
居が予定より３日遅れる、出張
がついには無くなる…「あと２
分待って」という言葉は、安易
に信用してはいけません。


